	種名
	マエアカスカシノメイガ
Palpita nigropunctalis
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	分類
	ツトガ科

	形態
	開張22～ 34 mm。

	分布
	北海道、本州、四国、九州、南西諸島

	出現期
	多化性で4～ 10月に各地で普通。

	生態
	前後翅は自色で半透明。前翅の前縁は幅狭く黄褐色の線となる。中室に小黒点がある。

	食樹
	寄主植物はアオギリなどの広食性。
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	参考文献：蛾の生態標本図鑑　今井初太郎 著


